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大
俵
引
き
行
事
の
起
こ
り
は
、

今
む
ら
約
４
百
年
前
と
い
わ
れ
て
い
ろ
．

大
傷
引
き
り
勇
―
ｌ
ｊ
は

到
底
言
葉
↑
は
言
い
表
そ
な
い
ａ
ど
盛
ん
を
極
め
、

若
松
り
お
城
の
偉
い
お
侍
り
方
々
が

六
勢
見
物
に
こ
ら
れ
る
な
ど

見
物
人
は
人
垣
を
作
つ
１
声
櫨
’
‘
た
と
い
う
．

400年の歴史と伝統をかみtめ

尽
ぶ

ｆ

握る低に一年の福そ祈り

￥
ろ
、
￥
れ
が

娠
噴
・
初
市

寒威にも兪りイ｡カt･。ぱいに引き合う…
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大
俵
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き
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‐
１
μ
同
日
、
１
な
名
前
ラ
イ
づ
ァ
ン
遇

ｒ
‐
ｊ
ｆ
ｐ
ｒ
ま
Ｉ
万
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Ｍ
Ｈ
ぶ
で
の
｀
。
か
う
そ
の
よ
う
に
両
２

’
ハ
Ｍ
っ
ｔ
当
ｎ
は
、
？
□
に
ち
か
か
り

一
一
ｔ
こ
く
『
一
ん
こ
人
か
駆
け
つ
け
ま
し

　
メ
″
以
・
７
１
ｙ
刹
訊
俵
ぢ
！
で
Ｕ
、
ｒ
．

一
'
.
1
‐
l
l
1
6
.
1
'
=
’
．
で
『
芦
ち
か
〔
湾
０
や

一
．
い
〕
．
ｘ
瓦
對
し
な
か
・
ｈ
、
大
人
に
負

　
な
い
執
７
こ
き
ａ
い
ま
し
た
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｀
‐
ｒ
の
メ
イ
い
「
λ
Ｉ
ｙ
ｊ
ｌ
」
ご
は
ｆ
．

　
か
一
原
口
な
・
Ｊ
希
い
が
農
？
さ
れ
、

　
‘
j
r
2
7
t
5
Q
．
蔀
戸
７
‥
ｇ
こ
な
腿

１
し
１
６
↑
Ｊ
ん
尤
鯵
り
と
し
ご
ｔ

『
一
『
斡
に
些
作
か
咄
待
ざ
れ
浅
７

祭りの最後を組めくくる

雷（し袖ぶ穴Ｃり柔ｉ品を

　　射Lﾄめたみなさん

役
届
前
厄
ｉ
か
今
年
一
年
一
の
掻

を
求
め
る
’
／
ど
叩
め
怒
く
こ
Ｅ

　
万
Ｌ
や
ど
‘
Ｊ
に
ｒ
か
Ｉ
、
Ｊ
７
‐
‘
ｉ

聾
ば
ｇ
中
、
ｊ
６
５
蔭
の
諏
ｕ
嗜

か
ま
カ
れ
ま
し
た
。
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さりげない手助け･見守りが

帚甲声湧碑嘸鮮烹...=

　堆・のみなき６の哩解こ支えか恥ｎぱ､認知症など伺らわy乃病気や陣害びある人も介瞳酋る家族も、

安心|.てｉ５』‾出て、目分っしい狗らしを一けることかでａまla必要なのは専門的な知－や技術で

｢4な≪、きりけないキ助けや貝守り、声かけなど、あなたの５ょっとした勇気や優しさこそか、この

ｆｔｌヲ･でヲ全なま51J・えてい≪原勧カになひま・、

近隣のÅとＢ常的に

昌いさつを交わそう

ー

困っている様９の人を

見かけたら声●かけよう

ゆっくりペースにあわせる

　心のゆとりを・とう

　「虞一り胴親商法の唄寓にあった」「認知肛の人ひii乃不明になり何日もＱつからない」「一人暮ら

しの原煕εが吸口ｆした｜　こうした５しいＳ件が起こらないようにーるためには、地堰のみなさ

んの砕ヨりや気づきび腱を麗０まｌａ現に、一一のケースに至る前に、賓は周囲の人は霞晋に気づい

ていたということも少なくないので1、1ちょっと変だな|と感じたら、1大したことはないだろう」

と目rRIII哺せすに、刎遥包括－圖センターヘー柘してください。廻覧として何もなけれぱ、そniここ

｜゛ことはＥ○ません。

　φ守秘衰殯により、連絡者か特定ざれたり、連絡したことで不利益を被ることはありません

☆こｉｇこと|こ鮑つい茫５箆蕗包括支援・ン９－へ遠錨・☆

　喋間でも扇戸かし寡９ている、夜にな9ても暇者りがつかない

　Ｌぱら《晏を見かけない

東や癩の様・ｒ荒れている

新聞や郵便物ｒだ寡９ている

怒鳴り声や泣き声、大きな物音などがする

天候ｒ罵いのに長時間ﾀﾄにいる

回的な《歩き回ぅているよフだ

不審な業者などが立ち入りしている

ご㎜●e亀ｓ・・
㎜
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